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 １.はじめに 

本報告は、既設橋台・橋脚の拡幅工事のため、既存の水管橋の基礎杭である鋼管杭（φ812.2 L=21.5m、

φ1,016 L=28.0～34.0m）を撤去した工事に関するものである。鋼管杭の撤去は、当初、全周回転型オール

ケーシング工法による施工が計画されていたが、比較検討の結果、短尺ケーシングバイブロハンマー（ＷＪ併

用）工法に変更して施工した。 

 ２．事前検討 

 １）施工条件 

 水管橋基礎杭の撤去方法は、橋台部については橋台背面部であるため陸上施工で行い、橋脚部について

は海上施工とした。なお、橋脚部の基礎杭は、平面的に新規に施工するケーソンの位置にあり、P基礎杭先端

の深度も、AP-28.0ｍと新設ケーソン先端のAP-30.0ｍに近接している。 

 また、供用中の既設橋梁基礎との離隔は、5ｍ程度しかなく細心の施工が必要であった。 

 ２）事前調査 

 事前に下記の事項について調査した。 

① 同類工事の見学会による実用性の確認を行った。 

② 超音波探査による鋼管杭中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ長の確認

を実施したところ、中詰ｺﾝｸﾘｰﾄ長は、ほぼ設計通

りの長さであることが確認できた。 

 ３．施工方法の見直し 

 当初設計において鋼管杭の引抜きについては、全周回

転型オールケーシングによる引抜であったが、下記の問

題が懸念されるため見直しを行った。 

１） 既設鋼管杭の変形があった場合、ケーシングの挿

入が不可能となる。 

 ２）ケーシングと鋼管杭間の土砂排除が難しい。 

３) 鋼管杭内に間詰めコン (L=11.0m)がありその壊しと

排除に時間がかかる。 

 以上の点を踏まえ、工法の比較検討を行った結果、短

尺ケーシングバイブロハンマー（ＷＪ併用）工法を選定し

た。 

 ４．施工方法 

  １）施工フロー 

 鋼管杭撤去の施工フローを図-１に示す。 
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図-1 施工ﾌﾛｰ図 
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２）施工方法 

 基礎鋼管杭上部及び基礎ｺﾝｸﾘｰﾄはワイヤーソーにて切断、

撤去した後、クレーン付台船及び平台船にて運搬･陸揚げし、

陸上部にて破砕処分した。 

 鋼管杭の撤去については、橋台部(φ812.8mmｌ=21.5m)と橋

脚部(φ1,016mmｌ=28.0～34.0m)の内、橋脚部について主に

述べる。 

 鋼管杭撤去工法は、短尺ケーシング(φ1,200ｌ=1,000m＋Ｓ

Ｐ-ＶＬ型)をウォタージェットと併用して、バイブロハンマーにて

打設することにより既設鋼管杭の周面摩擦を排除し、クレーン

付台船により6m～16mの長さに切断しながら撤去した。 

① ケーシング挿入 

 ケーシングを既設鋼管杭の位置にセットし、クレーン付台

船(150t吊)とバイブロハンマー (90kw)にてウォタージェット 

(14.7Mpa、325ｌ/min)を使用して既設鋼管杭先端まで打設

する。なお、打設したケーシングは鋼管撤去開始までそのま

まにしておく。 

 ② 既設鋼管杭引揚げ 

 既設鋼管杭の引抜は、クレーン付台船（150t吊）にて行っ

た。. 

 引き抜き初期段階においては吊揚げ荷重が41tであるため

クレーン付台船(150t吊)2隻にて合吊りして引き揚げ、既設

鋼管杭にストッパーを取り付けて架台に仮受けした。 

③ 既設鋼管杭切断 

  既設鋼管杭の切断は、鋼管自体をガス切断した後、中詰

めｺﾝｸﾘｰﾄ部についてはﾜｲﾔｿｰにて切断撤去した。 

  ④ ｹｰｼﾝｸﾞ引抜・ＣＢ注入 

 鋼管杭引揚げに合わせてケーシングの引抜を行うと同時に、既設鋼管杭跡の空隙部を充填するため、ＣＢ

材をケーシング先端より注入した。その際、空隙部の充填を確実にするため、ケーシング引抜速度はＣＢ注

入速度に合わせて行うよう管理した。 

以後②～④を杭切断ステップ毎に繰返し行った。 

 ⑤ 撤去・鋼管材運搬処分 

 切断した鋼管杭は,平台船上に仮置きした後、仮設桟橋まで運搬陸揚げし、陸上部にて小割し処分した。 

 ⑥ 薬液注入工 

 橋脚基礎下7.0mの範囲は盤ぶくれ防止を目的として地盤改良した部分である。ケーシング挿入及び既設

鋼管撤去に伴い改良部が欠損するため、鋼管撤去完了後薬液注入を施工し、欠損部を補強した。 

 図-２、図-３に使用した装置の構成および先端部の構造を示す。 

 ４．あとがき 

 本工法の選定にあたっては、施工検討会を開催して、施工性、安全性を事前に十分に検討した。 

 本工法採用の結果,当初設計時の工法と比較して、工程の短縮が大きく計られた。       

図-2 鋼管杭引抜き装置

図-3 鋼管杭引抜き装置
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